
簿記応用演習
Bookkeeping application exercise32405 楓 森博 専門 1 選択 1.2年後期

科目の概要

簿記とは、企業規模や業種、業態に関係なく、会社における日々の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績と財政状態を明らか
にする技能である。社会人として必要とされる計数管理能力を社会で活用できる応用力を修得する。社会におけるお金の流れの知識
や社会に出て役立つ実践的な技能を身に付ける。★税理士事務所を開業して21年になり、会計業務及び税務の実務を行ってきまし
た。この経験を活かし、この科目には、実務で活用できる知識を取り入れるとともに、簿記検定対策にも取り組んでおります。

学修内容 到達目標

① 簿記の基本構造を理解する
② 経理に必要な仕訳を理解する
③ 試算表の作成を理解する
④ 決算書の作成を理解する
⑤ 財務諸表の作成を理解する

① 簿記一巡の流れを説明することができる
② 検定に必要な仕訳を行うことができる
③ 試算表の作成を行うことができる
④ 決算書の作成を行うことができる
⑤ 実務的な経理処理を行うことができる

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 問題をとくために必要な知識について、教科書を使って自己学修することができる

働きかけ力

実行力 問題解決のために自分なりの方法を見つけることができる

考え抜
く力

課題発見力 思い込みではなく事実に基づいて情報を客観的に整理し、問題を見極めることができる

計画力

創造力 社会に出て役に立つことを構築していくことができる

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

わからない点は周りの人と確認して問題解決ができる

人の話をしっかり聞き自分なりに理解できる

遅刻、無断欠席をせず、授業が円滑に進行するようにルールを守ることができる

テキスト及び参考文献

テキスト：「サクッとうかる日商3級商業簿記テキスト【第2版】」、桑原知之 著、「ﾈｯﾄｽｸｰﾙ出版、1,320 円
 参考文献：講義中指示する

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：簿記基礎演習
資格との関連：簿記検定

学修上の助言 受講生とのルール

覚えることが多いので教科書にある練習問題にチャレン
ジし内容を整理しておくこと。
・検定試験の過去問題を整理し理解しておくこと。

小テストを受けなかった場合、次回以降で再テストを実施
する。
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実務経験のある教
員による授業科目

〇



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

Ｓ：簿記全体の流れが理解でき、簿記検定の合格ラインま
で
達している。
Ａ：自分が商売を始めた場合、その知識を実務に応用でき
る。

Ｂ：決算整理が理解できている。
Ｃ：取引を理解でき、仕訳ができる。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ✓

50

✓・簿 記検定試験の内容が理解でき、合格ラインに達しているかによ
り評価す
る。
・次の到達レベルをもって合格の基準とする
決算までが理解でき検定試験に合格できる。・・・Ｓ
決算修正が理解でき精算表が作成できる。・・・A
試算表が理解でき作成できる。・・・B
仕訳が理解でき修正までできる。・・・C
C のレベルに達していない・・・F

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

40

✓・小 テストの点数を平均して判定する。
① 授業内容を理解できているか確認する。
② 検定の過去問題を中心に出題する。
・出題範囲は、各時点までの授業で学修した内容とする。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤

小テスト

①

0

②

③

④

⑤

レポート

①

0

②

③

④

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

✓・受 講態度（学習意欲の欠如）が見られる場合は減点する。
（規律性）
・テキスト・資料以外の問題に自主的に取り組んだ場合は加点す
る。（主体性）
・応用問題に対して全体的に的確なポイントの整理ができた場合は
加点する。（課題発見能力）

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



Ｂ：決算整理が理解できている。
Ｃ：取引を理解でき、仕訳ができる。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

社会人として必要な数
字について学ぶ。
簿記の基本的なルール
について理解する。

講義 社会人として必要な計
数管理の基本が説明で
きる。

講義で行った内容を復
習する。テキストの次
の項目を予習する。

90 規律性

2

検定試験の概要につい
て確認し理解する。
簿記一巡の流れについ
て理解する。

講義
検定過去問題演習

経理上の簿記の必要性
について説明できる。

講義で行った内容を復
習する。テキストの次
の項目を予習する。

90
課題発
見力
規律性

3

自分で商売をするため
の当
初必要な事項を理解
し、経理的処理の応用
を学ぶ。
検定問題を理解する。
（仕訳問題）

講義
小テスト（翌週に返し
解説、基準点に達して
いな者は、翌々週に再
テスト）

前週までに学んだ内容
を理解し小テストで
50％以上の点を取る。

講義で行った内容を復
習する。テキストの次
の項目を予習する

90
主体性
課題発
見力

4

ｼｭﾐｭﾚｰｼｮﾝとして商売
をする
際に所有する財産（有
価証券、固定資産な
ど）について簿記上の
処理を学ぶ。検定問題
を理解する。（減価償
却）

講義
検定過去問題演習

固定資産の減価償却に
ついて処理できる。

小テストで間違った所
を復習する。テキスト
の次の項目を予習す
る。

90
主体性
課題発
見力

5

事業の基本である商品
売買についての処理を
学ぶ。
検定問題を理解する。
（商品売買）

講義
検定過去問題演習

商品売買における売上
原価について説明でき
る。

講義で行った内容を復
習する。テキストの次
の項目を予習する

90
主体性
課題発
見力

6

商品売買で発生するお
金のやり取りについ
て、簿記上の処理を学
ぶ。（売掛金、買掛
金、未収入金、未払
金）

講義
小テスト（翌週に返し
解説、基準点に達して
いな者は、翌々週に再
テスト）

前週までに学んだ内容
を理解し小テストで
50％以上の点を取る。

講義で行った内容を復
習する。テキストの次
の項目を予習する

90
主体性
課題発
見力

7

商品売買などの取引で
使っている特殊な支払
い形態について学ぶ。
（手形、小切手）検定
問題を理解する。（手
形、小切手の支払・受
取）

講義
検定過去問題演習

手形や小切手の処理に
ついて仕訳できる。

小テストで間違った所
を復習する。テキスト
の次の項目を予習す
る。

90
主体性
課題発
見力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

商売上で発生する、お
金の調達手段や商売を
始める時の処理につい
て学ぶ。（貸付金、借
入金、資本金）

講義
検定過去問題演習

お金の調達手段の処理
について仕訳ができ
る。

講義で行った内容を復
習する。テキストの次
の項目を予習する

90
主体性
課題発
見力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

お金の流れを記録管理
する方法について学
ぶ。（仕訳帳、総勘定
元帳、現金出納帳）
検定問題を理解する。
（手形、小切手の支
払・受取）

講義
小テスト（翌週に返し
解説、基準点に達して
いな者は、翌々週に再
テスト）

前週までに学んだ内容
を理解し小テストで
50％以上の点を取る。

講義で行った内容を復
習する。テキストの次
の項目を予習する

90
主体性
課題発
見力

10

商品売買の流れを記録
管理
する方法について学
ぶ。（商品有高帳、仕
入帳、売上帳、売掛金
元帳、買掛金元帳）

講義
検定過去問題演習

帳簿の記帳について説
明ができる。

小テストで間違った所
を復習する。テキスト
の次の項目を予習す
る。

90
主体性
課題発
見力

11

日々の取引を記録する
方法について学ぶ。
（伝票会計）

講義
検定過去問題演習

実務における伝票の作
成方法について説明で
きる。

講義で行った内容を復
習する。テキストの次
の項目を予習する

90
主体性
課題発
見力

12

１年間の取引の記録を
まと
めるための方法を学
ぶ。（帳簿の締切）

講義
小テスト（翌週に返し
解説）

前週までに学んだ内容
を理解し小テストで
50％以上の点を取る。

講義で行った内容を復
習する。テキストの次
の項目を予習する

90
主体性
課題発
見力

13

自分で1年間商売をし
たと想定したｼｭﾐｭﾚｰｼｮ
ﾝから実務的な処理を
学ぶ。

講義
ｼｭﾐｭﾚｰｼｮﾝの演習

事業を起業する際に必
要な実務的経理処理が
できる。

小テストで間違った所
を復習する。テキスト
の次の項目を予習す
る。

90
主体性
課題発
見力

14

決算で数字を調整する
ため
の修正・整理をする実
務的な方法について学
ぶ。（決算修正）

講義
簿記検定模擬問題を最
終テスト
翌週解説

商品売買を行う際の実
務的経理処理ができ
る。

講義で行った内容を復
習する。テキストの次
の項目を予習する

90
主体性
課題発
見力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

1年間の財産の変動や
商品売買による利益を
計算する実務的な処理
を学ぶ。（精算表、財
務諸表）

講義
簿記検定模擬問題最終
テストを解説

決算時における実務的
な経理処理ができる。

検定受験のために今ま
での内容を復習

90
主体性
課題発
見力


